
～ 現在に至る 氏名　岩崎　敬二

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

日本生態学会（英文誌編集委員）、日本ベントス学会（運営委員・自然環境保全
委員会委員長）、日本貝類学会（評議員・学会誌編集委員）、応用生態工学会
（幹事・学会誌専門編集委員）、日本陸水学会（評議員）、動物行動学会、個体
群生態学会、国際景観生態学会、野生生物保護学会

外来水生生物を中心とした水生生物群集の生態学的研究と水辺生態系の保全に関
する研究

1989年3月京都大学大学院理学研究科動物学専攻博士課程単位取得満期退学

　理学博士（1990年京都大学理学研究科）

動物生態学（群集生態学・保全生態学）

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1995年奈良大学在職期間

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

環境省・農林水産省「特定外来生物被害防止法律」に関する「特定外来生物選定専門家グループ
会合（無脊椎動物）」委員（2004年）、日本生態学会英文誌 Ecological Research 編集委員
（2002-2004年）、日本ベントス学会運営委員・自然環境保全委員会委員長（2003-2004年）、
日本貝類学会評議員および学会誌VENUS編集委員（2002-2004年）、応用生態工学会幹事および学
会誌専門編集委員（2002? 2004年）日本陸水学会評議員（2002-2004）、文化庁非常勤調査員
（天然記念物に関する現地調査等を委嘱される）
　　(（2002-2004年)）

現在の研究課題である外来水生動物に関して、日本ベントス学会自然環境保全委員会委員長とい
う立場で全国的なアンケート調査を行い、海産外来生物の日本での現状の把握のための実態調査
を行い、その結果を3本の論文にまとめた。また、環境省・農林水産省が所轄官庁である「特定
外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」に関する「特定外来生物選定専門家グ
ループ会合（無脊椎動物）」い、資料収集と所轄官庁への情報提供を行なった。

講義では、常にコンピューターを用いてPpower Pointなどのプレゼンテーション用ソフトやビデ
オ資料を使用し、写真や図表や動画を示しながら視覚的・聴覚的にわかりやすいよう工夫を凝ら
している。環境演習では、野外調査を何度も実施して、自然体験の少ない最近の学生たちに、健
全＆不健全な自然環境を体験・理解できるよう努力している。

教養部教務委員会委員長（2004年）、生物研究会・天文同好会・ワンダーフォーゲル行道会など
の文化会クラブやサークルの顧問、



① 外来種ハンドブッ
ク

共著

① Distribution and
spatio-temporal
variation in the
population
structure of the
fluvial neritid
gastropod
Clithonretropict
us

共著

② Reduced byssal
thread
production and
movement by the
intertidal
mussel Hormomya
mutabilis in
response to
effluent from
predators

共著

③ 日本における海産
生物の人為的移入
と分散：日本ベン
トス学会自然環境
保全委員会による
アンケート調査の
結果から

共著

④ 博物館・水族館の
収蔵標本から見た
日本の海洋移入ベ
ン ト ス の 現 状
（2003年収蔵目録
調査から）

共著

⑤ 日本に人為的に移
入された非在来海
産動物の分布拡大
について

共著

⑥ バラスト水による
プランクトンの導
入（総説）

共著 国際船舶のバラスト水に
よって移送される外来海洋
生物に関する情報をまとめ
た総説

2004年10月 日本プランクトン学会報、
51(2): 1014-118

ヒバリガイモドキという二
枚貝の足糸の生産と捕食者
の存在との関係を室内実験
によって調べた結果を報告

日本ベントス学会自然環境
保全委員会によるアンケー
ト・文献調査によって、日
本の外来海洋生物相とその
分布・分布拡大等を調べ、
その結果を報告

博物館に収蔵された外来海
洋生物の標本を調査し、そ
の結果を報告

日本の外来海洋生物の分布
拡大の様相やその速度を調
べ、その結果を報告

イシマキガイという両側回
遊性の巻貝の分布の時空間
的な変異を、福岡県の西郷
川で調査した結果を報告

日本の全ての外来生物を網
羅し、外来生物問題を解説
したもの。私は海産外来種
の編集と執筆を担当

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

日本プランクトン学会報、
42：132-144

2002年

2003年8月

2004年9月

2004年9月

2004年10月

Benthos Research, 57
(2): 91-101

Journal of Ethology, 21:
117-122

日本ベントス学会誌、59：
22-44

日本ベントス学会誌、59：
58-67

地人書館2002年10月



① マイホーム主義の
貝たち

単著

② 書評：「ちょっと
待てケナフ！ こ
れでいいのビオ
トープ？」

単著

③ バラスト水問題に
対する国土交通省
総合政策局環境・
海洋課の取り組み

共著

④ 外来海産・汽水産
生物の侵入と移出

単著

⑤ 外来海産・汽水産
生物について

⑥ 身近なところに
も、天然記念物に
ふさわしい生物た
ちがたくさんいる

単著

⑦ 文化財としての天
然記念物を、もっ
と身近なものに！

単著

⑧ 移入海産ベントス
問題に対する公的
取り組みの現状と
今後の課題

単著

⑨ 文化財としての天
然記念物をもっと
身近なものに！

単著

⑩ 海産移入生物：沿
岸生態系への新た
なる脅威：はじめ
に

単著

2003年9月 日本ベントス学会誌、58：
103-104

日本の外来海洋生物問題に
関する日本の公的機関の現
状を解説

2004年10月 世界思想、31号：22-26 身近な生物を天然記念物に
指定してこの制度を一般に
広め・活用することを提言

2003年4月 月刊文化財、平成15年4月
号、4-13

天然記念物指定にふさわし
い動物を解説

2003年7月 奈良大学おもしろミニ講座
III（上）、17-18

身近な生物を天然記念物に
指定してこの制度を一般に
広め・活用することを提言

日本の外来海洋生物問題に
関する日本の研究機関の現
状を解説

カサガイの家と帰家行動に
関する一般読者向けの解説

本の書評

外来海洋生物の日本での移
入の特徴について解説

バラスト水問題に関する日
本の公的機関の取り組みを
紹介

2002年4月 『外来種ハンドブック』、
p. 177. 地人書館

外来海洋生物の日本での現
状の解説

（その他）

2004年9月

DAGIAN No. 41：6-7

遺伝

『外来種ハンドブック』、
pp. 17-18. 地人書館

『外来種ハンドブック』、
pp. 56-58. 地人書館

日本ベントス学会誌、59：
19-21

2002年7月1日

2002年

2002年4月

2002年4月


